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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か

し
い
平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、想
像
を
絶
す
る
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被

災
地
の
皆
様
方
に
対
し
、心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、地
域
主
権
改
革
が
進
展
し
、地
方
自
治
体

の
権
限
が
拡
大
す
る
中
、住
民
代
表
で
あ
り
、意

思
決
定
機
関
で
あ
る
市
議
会
の
果
た
す
役
割
は
、

益
々
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
今
年
は
、市
議
会
と
し
て「
議
会
基
本

条
例
」を
制
定
・
施
行
し
、市
政
の
諸
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

市
議
会
に
対
し
、一
層
の
ご
支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

清
々
し
い
新
年
の
門
出
に
あ
た
り
、市
民
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
し
て
、新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

    

平
成
二
十
四
年
一
月

                     

七
尾
市
議
会
議
長   

石
川　

邦
彦

年
頭
の
ご
挨
拶
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明けまして明けまして
　　 おめでとうございます。　　 おめでとうございます。
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問　貴方の意見や市民の声が市議会に反映されていると思いますか。
結果：　「思う」（2%）と「やや思う」（18%）を合わせても２割にしかならず、逆に市民の声が反映されてい
ないと思う方が全体の約半数（48%）を占めている状況です。

問　市議会の改革は必要だと思いますか。
結果：　改革は「必要ない」と思う方はわずか４％であるのに対し、改革が「必要だ」と思う方が６割以上
（63%）を占めている状況です。

問　前問で改革が必要だと答えた方で、市議会が改革に取り組むべきだと思う課題は。
結果：「議員数・報酬などの検討」（410人）が最も多く、次いで「市民の声が反映できる懇談会や意向調査」
（293人）、「議会の審査機能の向上、政策提言能力の強化」（206人）となっています。

問　現在の議員定数は22人ですが、議員数についてどう思いますか。
結果：「少ないと思う」方は２％にすぎず、また、「今のままでよい」と思う方が約２割（22%）であるのに
対して、「多いと思う」方が半数以上（51%）を占めている状況です。

問　前問で議員数が多いと答えた方で、適当だと思う議員数は。
結果：その適正数を「15人」とされた方が一番多く（123人）、次いで「20人」（78人）、「18人」（61人）となって
います。

問　市議会議員には毎月38万１千円の報酬が支給されていますが、これについてどう思いますか。
結果：「適当だと思う」方は約２割（18%）であるのに対し、「多すぎると思う」方が全体の半数以上（56%）
を占めている状況です。

問　前問で多すぎると答えた方で、適当だと思う議員報酬額は。
結果：議員報酬が多すぎると思う方の中で適当な額は「30万円以上35万円未満」とした方（115人）と、具
体的な金額はわからないなどの理由で「無回答」とした方（114人）がほぼ同数で最も多く、次いで「20万円
以上25万円未満」（103人）となっています。

問　現在政務調査費（議員１人月額２万円）を支給しています。これについてどう思いますか。
結果：「必要である」と答えた方が26％であるのに対し、それ以上の38％の方が「必要ない」と答えていま
す。

問　前問で必要であると答えた方で、適当だと思う政務調査費は。
結果：政務調査費が必要だと答えられた方のうちで、その適当な額については「無回答」が最も多く（81
人）、次いで現状の「２万円」と答えた方（70人）が多くなっています。
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■アンケート実施の背景・目的
　現在、議会改革の一環として、議会の基本的理念や役割・責務を定める「議会基本条例」の制定に向けて作業
を進めていますが、全国的に地方議会に対して厳しい視線が投げかけられている今、市民にわかりやすい開か
れた議会であることが必要だと認識しており、市民の皆様の意見や要望を伺い、今後の具体的な議会改革につ
いて更に検討していきたいと考えています。
　そこでまずは、市民の皆様が現在の七尾市議会に関して、どのようにお考えなのかを伺うため、アンケート
を実施しました。趣旨をご理解いただき、ご協力いただきましたことに厚くお礼申し上げます。

■調査方法：
　１．調査地域：七尾市内全域
　２．調査対象：満20歳以上（８月１日現在）の市民
　３．対象者数：3,000人（住民基本台帳より無作為抽出）
　４．実施方法：無記名アンケート調査（郵送により、配布・回収）
　５．調査期間：平成23年８月15日　から　平成23年８月31日

■回収状況
　１．発送数　　3,000通
　２．回収数　　900通
　３．回収率　　30.0％

問　市議会に関心がありますか。
結果：「少しある」と答えた方が45％と最も多く、「ある」の24％と合わせると、約７割の方が議会に関心を持っ
ており、逆に約３割（29%）の方が議会に関心がない状況です。

問　「七尾市議会だより」を読んでいますか。
結果：「関心のあるものだけ読む」方が約半数（49%）を占めています。「どの記事も読む」方（18%）と合わせると
約７割の方が市議会だよりを読んでいただいています。反対に、約３割の方は、ほとんど（20%）、また、全く読
んでいただけなかったり（6%）、市議会だよりそのものをご存知ない（6%）という状況です。

問　市議会の本会議を見たことがありますか。
結果：見たことがない方が約６割（61%）、何らかの形で見たことがある方が約４割〔傍聴したことがある
（9%）、インターネットで見たことがある（2%）、ケーブルテレビで見たことがある（27%）〕となっており、市議
会を見たことがない方のほうが多い状況です。

問　現在の市議会をどのように評価しますか。
結果：「大いに評価する」（2%）と「ある程度評価する」（22%）を合わせると24％、「あまり評価しない」
（30%）と「全く評価しない」（9%）を合わせると39％となり、市議会を評価しない方のほうが多い状況で
す。また、「議会が何をしているのかわからない。成果が見えにくい」などの理由から「わからない」とし
た方も全体の３分の１以上（35%）を占めています。

七尾市議会に関して
アンケートを実施しました。
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七
尾
市
議
会
基
本
条
例（
素
案
）に
つ
い
て
の

　
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）の
お
知
ら
せ

■
募
集
期
間

平
成
24
年
１
月
４
日（
水
）
〜
平
成
24
年
１
月
25
日（
水
）

■
募
集
趣
旨

　

七
尾
市
議
会
で
は
こ
の
度
、市
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
参
考
に
し
て「
七
尾
市

議
会
基
本
条
例（
素
案
）」を
ま
と
め
ま
し
た
。
次
は
、こ
の
素
案
に
つ
い
て
広
く
市

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
、参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、七
尾
市
議
会
基

本
条
例
の
成
案
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
皆
様
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
方
法

①
七
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
送
信

②
11
ペ
ー
ジ
の
意
見
書
様
式
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
・
持
参

　

〒
９
２
６
―
８
６
１
１　

七
尾
市
袖
ケ
江
町
イ
部
25
番
地

                                                                                    

七
尾
市
議
会
事
務
局

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
53
―
１
３
２
６　

Ｅ
メ
ー
ル　

gikaijim
u@
city.nanao.lg.jp

③
意
見
箱
へ
の
投
函

　

市
役
所
本
庁（
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
１
階
））、ミ
ナ
．
ク
ル（
2
階
）、

　

各
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
、各
公
民
館

　
（
各
施
設
に
も
意
見
書
様
式
を
配
置
し
て
あ
り
ま
す
）

※
お
電
話
、口
頭
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

七
尾
市
議
会
基
本
条
例〔
素
案
：
解
説
〕

目
次

   

前
文

   

第
１
章　

総
則（
第
１
条
・
第
２
条
）

   

第
２
章　

議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則（
第
３
条
―
第
７
条
）

   

第
３
章　

市
民
と
議
会
の
関
係（
第
８
条
―
第
10
条
）

   

第
４
章　

議
会
と
行
政
の
関
係（
第
11
条
―
第
13
条
）

   

第
５
章　

議
員
間
の
自
由
討
議（
第
14
条
）

   

第
６
章　

委
員
会
活
動（
第
15
条
）

   

第
７
章　

政
務
調
査
費（
第
16
条
）

   

第
８
章　

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備（
第
17
条
―
第
20
条
）

   

第
９
章　

議
員
の
政
治
倫
理
、身
分
及
び
待
遇（
第
21
条
―
第
23
条
）

   

第
10
章　

最
高
規
範
性
と
見
直
し
手
続（
第
24
条
・
第
25
条
）

附
則

  

平
成
12
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
地
方
分
権
一
括
法
や
、地
方
分
権
改
革
推

進
法
に
よ
っ
て
国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
委
譲
が
進
む
に
つ
れ
、本
市
が
自
ら
の
責
任
に

お
い
て
、そ
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
様
々
な
決
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、議

会
の
果
た
す
べ
き
役
割
及
び
責
務
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
。

   

七
尾
市
議
会
は
こ
れ
ま
で
も
、七
尾
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例（
平
成
16
年
七
尾
市

条
例
第
２
４
８
号
。
以
下「
議
員
政
治
倫
理
条
例
」と
い
う
。）の
制
定
や
議
員
定
数
の
削

減
、政
務
調
査
費
の
使
途
の
明
確
化
な
ど
、議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、こ
れ
ま

で
以
上
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、よ
り
一
層
市
民
か
ら
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
、

積
極
的
な
情
報
公
開
を
通
じ
て
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
目
指
し
、議
会
活
動
へ
の
市
民

参
加
や
議
員
相
互
の
自
由
闊
達
な
議
論
を
展
開
し
な
が
ら
、市
政
の
論
点
を
明
ら
か
に

し
て
、政
策
立
案
及
び
提
言
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  

こ
こ
に
本
市
議
会
は
、議
会
の
基
本
理
念
及
び
役
割
と
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
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も
に
、議
会
と
市
民
及
び
市
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
と
の
関
係
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
、議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て
、こ
の

条
例
を
制
定
す
る
。

■
解
説　

　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
に
至
っ
た
背
景
や
経
緯
を
示
し
、議
会
と
し
て
の
決
意
を
述

べ
て
い
ま
す
。

　
　
　

第
１
章　

総
則

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、二
元
代
表
制
の
下
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
の
議

会
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、議
会
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
市
民
の
負
託
に
的
確
に
こ
た
え
、も
っ
て
市

民
福
祉
の
向
上
及
び
公
正
で
民
主
的
な
市
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

■
解
説

　

こ
の
条
例
の
目
的
を
定
め
て
い
ま
す
。
議
会
の
役
割
や
市
民
参
加
、情
報
公
開
な
ど
、

議
会
運
営
の
基
本
的
事
項
を
明
文
化
し
、実
行
す
る
こ
と
で
、市
民
の
福
祉
の
向
上
・
市

政
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

※
二
元
代
表
制･･･

首
長（
市
長
）と
議
会
議
員
を
と
も
に
住
民（
市
民
）が
直
接
選
挙
で

選
ぶ
と
い
う
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、市
長
、議
会
が
と
も
に
住
民
を
代
表
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
市
長
と
議
会
が
対
等
の
機
関
と
し
て
、市
の
運
営
の
基
本
的
な
方
針

を
決
定
し
、ま
た
そ
の
執
行
を
監
視
し
ま
す
。

（
議
会
の
役
割
）

第
２
条　

議
会
は
、市
民
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
市
の
団
体
意
思
の
決
定
機
関
で
あ

　

る
。

２　

議
会
は
、市
の
議
事
機
関
で
あ
り
、条
例
の
制
定
、予
算
の
議
決
及
び
決
算
の
認
定

　

並
び
に
行
政
活
動
を
監
視
す
る
権
限
を
有
す
る
。

■
解
説

　

議
会
の
基
本
的
な
役
割
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
議
会
は
市
民
の
代
表
機
関
で
あ

る
こ
と
を
自
覚
し
、政
策
立
案
に
取
り
組
み
、ま
た
、市
長
が
行
う
市
政
運
営
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

第
２
章　

議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則

（
議
会
の
活
動
原
則
）

第
３
条　

議
会
は
、次
に
掲
げ
る
原
則
に
基
づ
き
活
動
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴　

公
正
性
及
び
透
明
性
を
確
保
し
、市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
こ
と
。

⑵　

議
決
責
任
を
深
く
認
識
し
、市
民
に
対
し
て
積
極
的
な
情
報
公
開
に
取
り
組
む
と

　

と
も
に
、説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

⑶　

市
政
運
営
の
監
視
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
。

⑷　

政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
に
取
り
組
む
こ
と
。

⑸　

市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握
し
、市
政
及
び
議
会
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ

　

と
。

⑹　

自
由
闊
達
な
討
議
を
行
い
、市
政
の
課
題
に
関
す
る
論
点
及
び
争
点
を
明
ら
か
に

　

す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

■
解
説

　

議
会
の
基
本
的
役
割
を
担
う
た
め
、議
会
が
す
べ
き
活
動
の
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
政
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
と
評
価
を
し
、様
々
な
政
策
の
立
案
・
提
言
を
し
ま
す
。
ま
た
、

積
極
的
に
情
報
を
公
開
・
発
信
し
、市
民
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、議
員
間
に
お
け
る
自

由
な
討
議
を
経
て
、そ
の
意
見
を
市
政
に
反
映
し
ま
す
。

（
議
員
の
活
動
原
則
）
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第
４
条　

議
員
は
、次
に
掲
げ
る
原
則
に
基
づ
き
活
動
す
る
も
の
と
す
る
。

⑴　

市
政
の
課
題
及
び
市
民
の
多
様
な
意
見
を
的
確
に
把
握
し
、市
政
に
反
映
さ
せ
る

　

こ
と
。

⑵　

市
政
に
関
す
る
必
要
な
調
査
研
究
を
行
い
、政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
を
行
う
よ

　

う
努
め
る
こ
と
。

⑶　

議
会
活
動
及
び
市
政
運
営
に
関
す
る
自
ら
の
考
え
に
つ
い
て
、市
民
へ
の
説
明
責

　

任
を
果
た
す
こ
と
。

⑷　

議
会
が
言
論
の
場
で
あ
る
こ
と
及
び
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、議

　

員
間
の
自
由
な
討
議
を
重
ん
じ
る
こ
と
。　

⑸　

議
会
の
構
成
員
と
し
て
、一
部
団
体
及
び
地
域
の
代
表
に
と
ら
わ
れ
ず
、市
民
全
体

　

の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動
す
る
こ
と
。

■
解
説

　

議
会
の
活
動
原
則
に
実
行
性
を
持
た
せ
る
た
め
、議
員
自
身
の
活
動
原
則
を
定
め
て

い
ま
す
。
議
員
個
人
と
し
て
も
、市
全
体
の
こ
と
を
考
え
、各
種
調
査
研
究
を
行
い
、市

民
の
声
を
聞
き
、説
明
責
任
を
果
た
し
ま
す
。
ま
た
、議
会
に
お
い
て
様
々
な
意
見
が
混

在
す
る
の
は
当
然
と
捉
え
、議
員
間
の
自
由
な
討
議
を
尊
重
し
ま
す
。

（
議
長
の
責
務
）

第
５
条　

議
長
は
、議
会
を
代
表
し
て
中
立
公
正
な
職
務
遂
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、　                

●
議
会
の
品
位
を
保
持
し
、民
主
的
か
つ
効
率
的
な
議
会
運
営
を
行
う
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
長
の
責
務
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
議
長
は
議
会
を
代
表
し
、い
か
な
る
場
合

も
中
立
公
正
の
立
場
で
、民
主
的
な
議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

（
会
派
）

第
６
条　

議
員
は
、議
会
活
動
を
行
う
た
め
、基
本
的
政
策
が
一
致
す
る
議
員
３
人
以　

上
を
も
っ
て
会
派
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

会
派
は
、そ
の
活
動
に
お
い
て
、政
策
立
案
及
び
政
策
提
言
を
行
う
た
め
の
調
査

　

研
究
を
積
極
的
に　

行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

会
派
は
、そ
の
活
動
に
つ
い
て
、市
民
に
対
し
て
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
。

■
解
説

　

議
員
が
充
実
し
た
議
会
活
動
を
行
う
た
め
に
結
成
す
る
、会
派
に
つ
い
て
定
め
て
い

ま
す
。
基
本
的
政
策
が
一
致
す
る
者
が
集
団
と
し
て
、調
査
研
究
を
行
い
、政
策
の
立

案
・
提
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、そ
の
活
動
内
容
を
市
民
に
説
明
し
ま
す
。

（
議
会
改
革
の
推
進
）

第
７
条　

議
会
は
、自
ら
の
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、必
要
に
応
じ
て
議
員
で
構
成
す  

●
る
検
討
組
織
を
置
く
。

■
解
説

　

新
た
な
議
会
改
革
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
は
、中
心
的
存
在
と
し
て
、改
革
を

リ
ー
ド
す
る
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
３
章　

市
民
と
議
会
の
関
係

（
情
報
公
開
）

第
８
条　

議
会
は
、市
民
に
対
し
、多
様
な
方
法
を
用
い
て
、議
会
の
保
有
す
る
情
報
を

　

積
極
的
に
提
供
し
、情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、説
明
責
任
を
十
分
に
果
た
さ

　

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
会
は
、本
会
議
、常
任
委
員
会
の
ほ
か
、す
べ
て
の
会
議
を
原
則
と
し
て
公
開
す

　

る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

こ
れ
ま
で
閉
鎖
的
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
議
会
活
動
に
つ
い
て
、積
極
的
に
情
報
公

開
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
議
会
が
保
有
す
る
情
報
や
、議
会
で
の
会
議
を
公
開
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し
、市
民
と
情
報
を
共
有
し
、更
に
は
議
会
へ
の
市
民
参
加
を
促
し
ま
す
。

（
市
民
参
画
及
び
協
働
）

第
９
条　

議
会
は
、市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
等
、市
民
参
画
の
機
会
を
設
け
る
と
と　

　

も
に
、市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

議
会
は
、常
任
委
員
会
、特
別
委
員
会
等
の
運
営
に
当
た
り
、参
考
人
制
度
及
び
公

　

聴
会
制
度
を
十
分
に
活
用
し
て
、市
民
の
意
見
を
議
会
の
討
議
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

　

努
め
る
も
の
と
す
る
。

３　

議
会
は
、請
願
及
び
陳
情
の
審
議
等
に
お
い
て
は
、必
要
に
応
じ
て
当
該
請
願
者　

    
   

又
は
陳
情
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

４　

議
会
は
、前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、当
該
請
願
者
又
は
陳
情
者
が
市
民
の
場
合

　

で
申
出
が
あ
る
と
き
は
、当
該
請
願
者
又
は
陳
情
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る

　

も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

市
民
の
議
会
参
加
を
促
し
、議
会
と
市
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。
議
会
は
、政
策
提
案
的
な
請
願
や
陳
情
に
つ
い
て
は
、審
議
の
際
に
必
要
な
と
き

は
提
案
者（
市
民
）か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、そ
の
結
果
を
議
会
に
お
け
る
討
議
に

反
映
さ
せ
ま
す
。

（
議
会
報
告
会
）

第
10
条　

議
会
は
、市
政
の
課
題
全
般
に
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
、議
員
及
び
市
民
が
自

　

由
に
情
報
及
び
意
見
を
交
換
す
る
議
会
報
告
会
を
行
う
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
会
と
市
民
と
の
情
報
・
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
定
例

会
や
臨
時
会
で
の
審
議
の
内
容
や
経
過
な
ど
を
、議
員
自
ら
が
市
民
に
報
告
す
る
場
を

設
け
ま
す
。
併
せ
て
議
会
全
般
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
す
。

第
４
章　

議
会
と
行
政
の
関
係

　
（
議
員
と
市
長
等
執
行
機
関
の
関
係
）

第
11
条　

議
会
審
議
に
お
け
る
議
員
と
市
長
等
執
行
機
関
及
び
そ
の
職
員（
以
下「
市
長

　

等
」と
い
う
。）は
、次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、緊
張
関
係
の
保
持
に
努
め      

●
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴　

議
員
の
市
長
等
に
対
す
る
質
疑
及
び
質
問
は
、広
く
市
政
の
課
題
に
関
す
る
論
点

　

及
び
争
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、一
問
一
答
の
方
式
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑵　

本
会
議
又
は
委
員
会
に
出
席
し
た
市
長
等
は
、議
員
か
ら
質
問
を
受
け
た
と
き
は
、

　

そ
の
論
点
を
整
理
す
る
た
め
、議
長
又
は
当
該
委
員
会
の
委
員
長
の
許
可
を
得
て
、　

　

当
該
議
員
に
対
し
発
言
の
趣
旨
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
解
説

　

議
会
審
議
の
場
に
お
け
る
議
員
と
市
長
と
の
緊
張
感
保
持
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま

す
。
審
議
の
際
に
は
互
い
に
緊
張
感
を
保
持
す
る
と
と
も
に
、市
民
に
対
し
、そ
の
論
点

を
明
白
に
す
る
た
め
、本
会
議
に
お
け
る
質
問
方
法
を
従
来
の
一
括
質
問
・
一
括
答
弁

に
限
ら
ず
、一
問
一
答
で
行
う
こ
と
も
出
来
る
こ
と
と
し
、市
長
は
議
員
の
質
問
内
容
に

疑
義
が
あ
る
と
き
は
そ
の
趣
旨
を
確
認
で
き
ま
す
。

（
閉
会
中
の
文
書
に
よ
る
質
問
）

第
12
条　

議
会
は
、閉
会
中
に
市
長
等
に
対
し
、文
書
に
よ
り
質
問
を
行
い
、文
書
に
よ

　

る
回
答
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
解
説

　

閉
会
中
の
市
政
に
対
す
る
質
問
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
議
員
が
行
う
質
問
は
議

会
の
会
期
中
に
限
り
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、そ
の
質
問
を
補
完
し
、更
な
る
市
政
運

営
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強
化
の
た
め
、議
長
は
議
会
を
代
表
し
て
閉
会
中
も
文
書
に
よ
る

質
問
を
し
、回
答
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
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（
議
会
審
議
に
お
け
る
論
点
情
報
の
形
成
）

第
13
条　

議
会
は
、市
長
が
提
案
す
る
重
要
な
政
策
に
つ
い
て
、議
会
審
議
に
お
け
る
論

　

点
情
報
を
形
成
し
、そ
の
政
策
水
準
を
高
め
る
こ
と
に
資
す
る
た
め
、市
長
に
対
し
、

　

次
に
掲
げ
る
事
項
が
容
易
か
つ
明
確
に
理
解
で
き
る
説
明
資
料
を
作
成
す
る
よ
う
求

　

め
る
も
の
と
す
る
。

⑴　

政
策
等
を
必
要
と
す
る
背
景

⑵　

提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯

⑶　

他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
と
の
比
較
検
討

⑷　

市
民
参
加
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容

⑸　

総
合
計
画
及
び
広
域
行
政
と
の
整
合
性

⑹　

財
源
措
置

⑺　

将
来
に
わ
た
る
効
果
及
び
費
用

■
解
説

　

議
会
は
、市
長
が
提
案
す
る
重
要
政
策
の
水
準
を
更
に
高
め
る
た
め
、こ
の
７
項
目
の

情
報（
資
料
）提
供
を
求
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
議
会
は
、こ
の
情
報
を
基
に
論

点
や
争
点
を
整
理
し
、そ
の
政
策
が
よ
り
良
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
審
議
し
ま
す
。

（
地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
議
決
事
件
）

第
14
条　

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
議
決
事
件
は
、次
の
各
号
に　

　

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

⑴　

七
尾
市
ま
ち
づ
く
り
条
例（
平
成　
　

年
七
尾
市
条
例
第　
　

号
）に
定
め
る
基
本

　

構
想
及
び
基
本
計
画

⑵　

市
が
他
団
体
と
結
ぶ
提
携
又
は
協
定
の
う
ち
、予
算
を
伴
う
も
の

⑶　

前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、市
行
政
の
各
分
野
に
お
け
る
政
策
及
び
施
策
の

　

基
本
的
な
方
向
を
定
め
る
計
画
、指
針
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
。
た
だ
し
、行
政

　

内
部
の
管
理
に
係
る
計
画
、特
定
の
地
域
を
対
象
と
す
る
計
画
及
び
計
画
期
間
が
５

　

年
未
満
の
も
の
を
除
く
。

■
解
説

　

市
政
全
般
の
各
分
野
で
の
基
本
と
な
る
計
画
や
指
針
に
つ
い
て
は
、議
会
の
議
決
が

必
要
と
な
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

議
会
も
市
長
と
と
も
に
市
民
に
対
す
る
責
任
を
担
い
ま
す
。

第
５
章　

議
員
間
の
自
由
討
議

（
政
策
討
論
会
）

第
15
条　

議
会
は
、共
通
認
識
を
醸
成
す
る
た
め
、積
極
的
に
政
策
討
論
会
を
行
う
も
の

　

と
す
る
。

■
解
説

　

自
由
闊
達
な
討
議
を
行
う（
第
３
条
）、自
由
な
討
議
を
重
ん
じ
る（
第
４
条
）た
め
、議

員
間
の
討
議
の
場
を
設
け
、議
員
間
の
共
通
認
識
を
醸
成
、合
意
形
成
を
図
る
た
め
政
策

討
論
会
を
行
い
ま
す
。

第
６
章　

委
員
会
の
活
動

（
委
員
会
の
適
切
な
運
営)

第
16
条　

議
会
は
、社
会
経
済
情
勢
等
に
よ
り
新
た
に
生
じ
る
行
政
課
題
等
に
迅
速
か

　

つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、委
員
会
の
専
門
性
と
特
性
を
活
か
し
適
切
な
運
営
に
努

　

め
る
も
の
と
す
る
。

２　

委
員
会
は
、市
民
か
ら
の
要
請
に
応
じ
、審
査
の
経
過
等
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

　

議
員
及
び
市
民
が
自
由
に
情
報
及
び
意
見
を
交
換
す
る
懇
談
会
等
を
積
極
的
に
行
う

　

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
会
が
行
う
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
委
員
会
が
持
つ
専
門
性
を
活

か
し
、議
会
、議
員
個
人
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、委
員
会
と
し
て
も
市
民
と
の
意
見
交
換
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な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、適
切
な
委
員
会
運
営
を
し
ま
す
。

第
７
章　

政
務
調
査
費

（
政
務
調
査
費
）

第
17
条　

政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
、七
尾
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る
条

　

例（
平
成
16
年
七
尾
市
条
例
第
６
号
）に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２　

議
員
は
、政
策
立
案
及
び
調
査
研
究
等
に
資
す
る
た
め
、政
務
調
査
費
の
交
付
を
受

　

け
、証
拠
書
類
を
公
開
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、そ
の
使
途
の
透
明
性
を
確
保
す
る
も
の

　

と
す
る
。

■
解
説

　

政
務
調
査
費
に
つ
い
て
は
、別
の
条
例
で
規
定
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、そ
の
条
例

を
遵
守
し
、使
途
に
疑
念
が
生
じ
な
い
よ
う
、適
正
に
執
行
し
、併
せ
て
情
報
公
開
を
す

る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

※
政
務
調
査
費･･･

議
員
の
調
査
研
究
の
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。（
研
修
会
参
加
費
用
、資
料
の
購
入
や
作
成
費
用
、先
進
地
や
現
地
調
査

の
た
め
の
費
用　

な
ど
。）

第
８
章　

議
会
及
び
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備

（
議
員
研
修
の
充
実
強
化
）

第
18
条　

議
会
は
、議
員
の
資
質
並
び
に
政
策
形
成
及
び
立
案
能
力
の
向
上
を
図
る
た

　

め
、議
員
研
修
の
充
実
強
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
員
の
資
質
を
向
上
さ
せ
、議
会
活
動
・
審
議
が
充
実
す
る
よ
う
、議
員
研
修
を
強
化

し
ま
す
。

（
専
門
的
知
見
の
活
用
）

第
19
条　

議
会
は
、議
案
の
審
査
又
は
本
市
の
事
務
に
関
す
る
調
査
の
た
め
に
必
要
が

　

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、専
門
的
知
見
を
活
用
し
、議
会
の
討
議
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

　

努
め
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

行
政
事
務
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、必
要
な
と
き
は
専
門
分
野
の
識
者
に
意
見
を
求

め
、そ
の
内
容
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、議
会
に
お
い
て
審
議
し
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備
）

第
20
条　

議
会
は
、議
会
の
政
策
立
案
能
力
を
向
上
さ
せ
、議
会
活
動
を
円
滑
か
つ
効　

率

　

的
に
行
う
た
め
、議
会
事
務
局
の
調
査
及
び
法
制
機
能
の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。

２　

議
長
は
、議
会
事
務
局
職
員
の
任
免
を
行
う
と
と
も
に
、専
門
的
な
知
識
経
験
を　

　

有
す
る
職
員
の
任
用
及
び
職
員
の
専
門
的
能
力
の
養
成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
員
の
活
動
を
補
助
す
る
議
会
事
務
局
の
体
制
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
議
員
が

効
率
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、職
員
の
専
門
的
な
能
力
を
養
成
す
る
な
ど
、事
務
局
の
機

能
強
化
を
図
り
ま
す
。

（
議
会
図
書
室
）

第
21
条　

議
会
は
、議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
、議
会
図
書
室
の
充
実
に
努
め
る

　

も
の
と
す
る
。

■
解
説　

　

議
会
に
設
置
す
る
図
書
館
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
議
員
の
調
査
研
究
の
た
め
、

各
種
資
料
や
文
献
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

第
９
章　

議
員
の
政
治
倫
理
、身
分
及
び
待
遇
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（
議
員
の
政
治
倫
理
）

第
22
条　

議
員
は
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
規
範
と
し
、遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
解
説

　

議
員
の
政
治
倫
理
に
つ
い
て
は
、別
の
条
例
で
定
め
て
お
り
、こ
れ
を
遵
守
す
る
こ

と
と
定
め
て
い
ま
す
。

（
議
員
定
数
）

第
23
条　

議
員
の
定
数
は
、七
尾
市
議
会
議
員
定
数
条
例（
平
成
17
年
七
尾
市
条
例
第

■
76
号
）に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２　

議
員
定
数
の
改
正
に
当
た
っ
て
は
、行
財
政
改
革
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、市
政

　

の
現
状
と
課
題
、将
来
の
予
測
と
展
望
を
十
分
に
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

議
員
定
数
の
基
準
は
、人
口
、面
積
、財
政
力
及
び
市
の
事
業
課
題
並
び
に
類
似
市

　

の
議
員
定
数
と
比
較
検
討
し
、決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
員
の
定
数
に
つ
い
て
は
、別
の
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、そ
の
見
直
し

す
る
際
に
は
、市
政
の
現
状
、将
来
展
望
な
ど
を
十
分
考
慮
し
、更
に
類
似
市
の
状
況
も

検
討
し
て
決
定
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
（
議
員
報
酬
）

第
24
条　

議
員
の
議
員
報
酬
は
、七
尾
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

　

に
関
す
る
条
例（
平
成
16
年
七
尾
市
条
例
第
42
号
。
次
項
に
お
い
て「
議
員
報
酬
等
条

　

例
」と
い
う
。）に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２　

委
員
会
又
は
議
員
は
、議
員
報
酬
等
条
例
の
改
正
議
案
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
と

　

き
は
、明
確
な
改
正
理
由
を
付
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、別
の
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、そ
の
見
直
し
を
す

る
際
に
は
、市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
明
確
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
と
定
め
て
い
ま
す
。

第
10
章　

最
高
規
範
性
と
見
直
し
手
続

（
最
高
規
範
性
）

第
25
条　

こ
の
条
例
は
、議
会
に
お
け
る
最
高
規
範
で
あ
り
、議
会
に
関
す
る
他
の
条
例

　

及
び
規
則
等
の
制
定
、改
廃
並
び
に
解
釈
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、こ
の
条
例
の
趣

　

旨
を
尊
重
し
、こ
の
条
例
と
の
整
合
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

議
会
は
、議
会
に
関
す
る
法
令
の
解
釈
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、こ
の
条
例
と
の

　

整
合
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
解
説

　

こ
の
条
例
の
最
高
規
範
性
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
条
例
は
本
市
議
会
に
お

け
る
最
高
規
範
な
の
で
、こ
の
条
例
の
規
定
に
反
し
た
議
会
条
例
や
議
会
規
則
な
ど
の

制
定
、改
正
、廃
止
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
見
直
し
手
続
）

第
26
条　

議
会
は
、一
般
選
挙
を
経
た
任
期
開
始
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
、及
び
必
要

　

に
応
じ
て
、こ
の
条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
議
会
運
営
委
員
会

　

に
お
い
て
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

議
会
は
、前
項
に
よ
る
検
討
の
結
果
、制
度
の
改
善
が
必
要
な
場
合
は
、こ
の
条
例

　

の
改
正
を
含
め
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

■
解
説

　

こ
の
条
例
の
実
効
性
を
将
来
に
わ
た
っ
て
担
保
す
る
た
め
、随
時
内
容
の
検
証
を
行

い
、必
要
が
あ
れ
ば
改
正
す
る
な
ど
、適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
定
め
て
い
ま
す
。

附　

則

　

こ
の
条
例
は
、平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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